
2011年秋、仙台。震災で職を失った和正は、認知症
の母とその母を介護する姉の生活を支えようと、犯
罪まがいの仕事をしていた。ある日、和正は、コン
ビニでガリガリに痩せた野良犬を拾う。多聞という
名らしいその犬は賢く、和正はすぐに魅了された。
その直後、和正はさらにギャラのいい窃盗団の運転
手役の仕事を依頼され、金のために引き受けること
に。そして多聞を同行させると仕事はうまくゆき、
多聞は和正の「守り神」になった。
だが、多聞はいつもなぜか南の方角に顔を向けてい
た。多聞は何を求め、どこに行こうとしているの
か・・・

傷つき、悩み、惑う人びとに寄り添っていたのは、
一匹の犬だった
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田沼意次・意知親子を
誰が消し去った？

４０代からは「稼ぎ口」
を２つにしなさい

秦新二・竹之下誠一著 坂下仁著

ぐうたらねこ アラフォー賢者の
異世界生活日記１９

ひがしちから作

アルプス席の母 早見和真著

たすひくねことひよこ団
にわ作・大迫ちあき監修

秋山菜々子は、神奈川県で看護師をしながら一人息
子の航太郎を育てていた。湘南のシニアリーグで活
躍する航太郎は関東一円からスカウトがきていたが、
甲子園を夢見て、大阪の高校に進学する。菜々子は
息子とともに大阪に拠点を移すことを決意する。不
慣れな土地での暮らし、厳しい父母会の掟、激やせ
していく息子。果たしてふたりの夢は叶うのか？

宝の地図をひろった猫たちは、冒険の旅に出かけ
ます。
そこに突然おそいかかってきたのは、「ひよこ
団」を名乗るあやしい猫！
果たしてお宝にたどり着けるのでしょうか？

楽園の楽園

伊坂幸太郎著

超新釈５分後にエモい
古典文学

東京の喫茶店
改訂版

野月よひら著

ぴあ監修寿安清著


